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    第一章


    
      1ハカリヤの子こネヘミヤの言葉ことば。
    


    
      第だい二十年ねんのキスレウの月つきに、わたしが首都しゅとスサにいた時とき、 2わたしの兄弟きょうだいのひとりハナニが数人すうにんの者ものと共ともにユダから来きたので、わたしは捕囚ほしゅうを免まぬかれて生いき残のこったユダヤ人ひとの事ことおよびエルサレムの事ことを尋たずねた。 3彼かれらはわたしに言いった、「かの州しゅうで捕囚ほしゅうを免まぬかれて生いき残のこった者ものは大おおいなる悩なやみと、はずかしめのうちにあり、エルサレムの城壁じょうへきはくずされ、その門もんは火ひで焼やかれたままであります」と。
    


    
      4わたしはこれらの言葉ことばを聞きいた時とき、すわって泣なき、数日すうじつのあいだ嘆なげき悲かなしみ、断食だんじきして天てんの神かみの前まえに祈いのって、 5言いった、「天てんの神かみ、主しゅ、おのれを愛あいし、その戒いましめを守まもる者ものには契約けいやくを守まもり、いつくしみを施ほどこされる大おおいなる恐おそるべき神かみよ、 6どうぞ耳みみを傾かたむけ、目めを開ひらいてしもべの祈いのりを聞きいてください。わたしは今いま、あなたのしもべであるイスラエルの子孫しそんのために、昼ひるも夜よるもみ前まえに祈いのり、われわれイスラエルの子孫しそんが、あなたに対たいして犯おかした罪つみをざんげいたします。まことにわたしも、わたしの父ちちの家いえも罪つみを犯おかしました。 7われわれはあなたに対たいして大おおいに悪わるい事ことを行おこない、あなたのしもべモーセに命めいじられた戒いましめをも、定さだめをも、おきてをも守まもりませんでした。 8どうぞ、あなたのしもべモーセに命めいじられた言葉ことばを、思おもい起おこしてください。すなわちあなたは言いわれました、『もしあなたがたが罪つみを犯おかすならば、わたしはあなたがたを、もろもろの民たみの間あいだに散ちらす。 9しかし、あなたがたがわたしに立たち返かえり、わたしの戒いましめを守まもって、これを行おこなうならば、たといあなたがたのうちの散ちらされた者ものが、天てんの果はてにいても、わたしはそこから彼かれらを集あつめ、わたしの名なを住すまわせるために選えらんだ所ところに連つれて来くる』と。 10彼かれらは、あなたが大おおいなる力ちからと強つよい手てをもって、あがなわれたあなたのしもべ、あなたの民たみです。 11主しゅよ、どうぞしもべの祈いのりと、あなたの名なを恐おそれることを喜よろこぶあなたのしもべらの祈いのりに耳みみを傾かたむけてください。どうぞ、きょう、しもべを恵めぐみ、この人ひとの目めの前まえであわれみを得えさせてください」。この時とき、わたしは王おうの給仕きゅうじ役やくであった。
    

  


  


  
    第二章


    
      1アルタシャスタ王おうの第だい二十年ねん、ニサンの月つきに、王おうの前まえに酒さけが出でた時とき、わたしは酒さけをついで王おうにささげた。これまでわたしは王おうの前まえで悲かなしげな顔かおをしていたことはなかった。 2王おうはわたしに言いわれた、「あなたは病気びょうきでもないのにどうして悲かなしげな顔かおをしているのか。何なにか心こころに悲かなしみをもっているにちがいない」。そこでわたしは大おおいに恐おそれて、 3王おうに申もうしあげた、「どうぞ王おうよ、長生ながいきされますように。わたしの先祖せんぞの墳墓ふんぼの地ちであるあの町まちは荒廃こうはいし、その門もんが火ひで焼やかれたままであるのに、どうしてわたしは悲かなしげな顔かおをしないでいられましょうか」。 4王おうはわたしにむかって、「それでは、あなたは何なにを願ねがうのか」と言いわれたので、わたしは天てんの神かみに祈いのって、 5王おうに申もうしあげた、「もし王おうがよしとされ、しもべがあなたの前まえに恵めぐみを得えますならば、どうかわたしを、ユダにあるわたしの先祖せんぞの墳墓ふんぼの町まちにつかわして、それを再建さいけんさせてください」。 6時ときに王妃おうひもかたわらに座ざしていたが、王おうはわたしに言いわれた、「あなたの旅たびの期間きかんはどれほどですか。いつごろ帰かえってきますか」。こうして王おうがわたしをつかわすことをよしとされたので、わたしは期間きかんを定さだめて王おうに申もうしあげた。 7わたしはまた王おうに申もうしあげた、「もし王おうがよしとされるならば、川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじたちに与あたえる手紙てがみをわたしに賜たまわり、わたしがユダに行いきつくまで、彼かれらがわたしを通過つうかさせるようにしてください。 8また王おうの山林さんりんを管理かんりするアサフに与あたえる手紙てがみをも賜たまわり、神殿しんでんに属ぞくする城しろの門もんを建たてるため、また町まちの石いしがき、およびわたしの住すむべき家いえを建たてるために用もちいる材木ざいもくをわたしに与あたえるようにしてください」。わたしの神かみがよくわたしを助たすけられたので、王おうはわたしの願ねがいを許ゆるされた。
    


    
      9そこでわたしは川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじたちの所ところへ行いって、王おうの手紙てがみを渡わたした。なお王おうは軍ぐんの長ちょうおよび騎兵きへいをわたしと共ともにつかわした。 10ところがホロニびとサンバラテおよびアンモンびと奴隷どれいトビヤはこれを聞きき、イスラエルの子孫しそんの福祉ふくしを求もとめる人ひとが来きたというので、大おおいに感情かんじょうを害がいした。
    


    
      11わたしはエルサレムに着ついて、そこに三日か滞在たいざいした後のち、 12夜中よなかに起おき出でた。数人すうにんの者ものがわたしに伴ともなったが、わたしは、神かみがエルサレムのためになそうとして、わたしの心こころに入いれられたことを、だれにも告つげ知しらせず、またわたしが乗のった獣けもののほかには、獣けものをつれて行いかなかった。 13わたしは夜中よなかに出でて谷たにの門もんを通とおり、龍りゅうの井戸いどおよび糞ふんの門もんに行いって、エルサレムのくずれた城壁じょうへきや、火ひに焼やかれた門もんを調査ちょうさし、 14また泉いずみの門もんおよび王おうの池いけに行いったが、わたしの乗のっている獣けものの通とおるべき所ところもなかった。 15わたしはまたその夜よるのうちに谷たにに沿そって上のぼり、城壁じょうへきを調査ちょうさしたうえ、身みをめぐらして、谷たにの門もんを通とおって帰かえった。 16つかさたちは、わたしがどこへ行いったか、何なにをしたかを知しらなかった。わたしはまたユダヤ人ひとにも、祭司さいしたちにも、尊たっとい人ひとたちにも、つかさたちにも、その他た工事こうじをする人々ひとびとにもまだ知しらせなかった。
    


    
      17しかしわたしはついに彼かれらに言いった、「あなたがたの見みるとおり、われわれは難局なんきょくにある。エルサレムは荒廃こうはいし、その門もんは火ひに焼やかれた。さあ、われわれは再ふたたび世よのはずかしめをうけることのないように、エルサレムの城壁じょうへきを築きずこう」。 18そして、わたしの神かみがよくわたしを助たすけられたことを彼かれらに告つげ、また王おうがわたしに語かたられた言葉ことばをも告つげたので、彼かれらは「さあ、立たち上あがって築きずこう」と言いい、奮ふるい立たって、この良よきわざに着手ちゃくしゅしようとした。 19ところがホロニびとサンバラテ、アンモンびと奴隷どれいトビヤおよびアラビヤびとガシムがこれを聞きいて、われわれをあざけり、われわれを侮あなどって言いった、「あなたがたは何なにをするのか、王おうに反逆はんぎゃくしようとするのか」。 20わたしは彼かれらに答こたえて言いった、「天てんの神かみがわれわれを恵めぐまれるので、そのしもべであるわれわれは奮ふるい立たって築きずくのである。しかしあなたがたはエルサレムに何なにの分ぶんもなく、権利けんりもなく、記念きねんもない」。
    

  


  


  
    第三章


    
      1かくて大だい祭司さいしエリアシブは、その兄弟きょうだいである祭司さいしたちと共ともに立たって羊ひつじの門もんを建たて、これを聖別せいべつしてそのとびらを設もうけ、さらにこれを聖別せいべつして、ハンメアの望楼ぼうろうに及およぼし、またハナネルの望楼ぼうろうにまで及およぼした。 2彼かれの次つぎにはエリコの人々ひとびとが建たて、その次つぎにはイムリの子こザックルが建たてた。 3魚うおの門もんはハッセナアの子こらが建たて、その梁はりを置おき、そのとびらと横木よこぎと貫かんの木きとを設もうけた。 4その次つぎにハッコヅの子こウリヤの子こメレモテが修理しゅうりし、その次つぎにメシザベルの子こベレキヤの子こメシュラムが修理しゅうりし、その次つぎにバアナの子こザドクが修理しゅうりした。 5その次つぎにテコアびとらが修理しゅうりしたが、その貴人きじんたちはその主しゅの工事こうじに服ふくさなかった。
    


    
      6古ふるい門もんはパセアの子こヨイアダおよびベソデヤの子こメシュラムがこれを修理しゅうりし、その梁はりを置おき、そのとびらと横木よこぎと貫かんの木きとを設もうけた。 7その次つぎにギベオンびとメラテヤ、メロノテびとヤドン、および川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじの行政下ぎょうせいかにあるギベオンとミヅパの人々ひとびとが修理しゅうりした。 8その次つぎにハルハヤの子こウジエルなどの金きん細工人ざいくにんが修理しゅうりし、その次つぎに製香者せいこうしゃのひとりハナニヤが修理しゅうりした。こうして彼かれらはエルサレムを城壁じょうへきの広ひろい所ところまで復旧ふっきゅうした。 9その次つぎにエルサレムの半はん区域くいきの知事ちじホルの子こレパヤが修理しゅうりし、 10その次つぎにハルマフの子こエダヤが自分じぶんの家いえと向むかい合あっている所ところを修理しゅうりし、その次つぎにはハシャブニヤの子こハットシが修理しゅうりした。 11ハリムの子こマルキヤおよびバハテ・モアブの子こハシュブも他たの部分ぶぶんおよび炉ろの望楼ぼうろうを修理しゅうりした。 12その次つぎにエルサレムの他たの半はん区域くいきの知事ちじハロヘシの子こシャルムがその娘むすめたちと共ともに修理しゅうりした。
    


    
      13谷たにの門もんはハヌンがザノアの民たみと共ともにこれを修理しゅうりし、これを建たて直なおして、そのとびらと横木よこぎと貫かんの木きとを設もうけ、また糞ふんの門もんまで城壁じょうへき一千キュビトを修理しゅうりした。
    


    
      14糞ふんの門もんはベテ・ハケレムの区域くいきの知事ちじレカブの子こマルキヤがこれを修理しゅうりし、これを建たて直なおして、そのとびらと横木よこぎと貫かんの木きとを設もうけた。
    


    
      15泉いずみの門もんはミヅパの区域くいきの知事ちじコロホゼの子こシャルンがこれを修理しゅうりし、これを建たて直なおして、おおいを施ほどこし、そのとびらと横木よこぎと貫かんの木きとを設もうけた。彼かれはまた王おうの園そののほとりのシラの池いけに沿そった石いしがきを修理しゅうりして、ダビデの町まちから下くだる階段かいだんにまで及およんだ。 16その後のちにベテズルの半はん区域くいきの知事ちじアズブクの子こネヘミヤが修理しゅうりして、ダビデの墓はかと向むかい合あった所ところに及および、掘池ほりいけと勇士ゆうしの宅たくにまで及およんだ。 17その後のちにバニの子こレホムなどのレビびとが修理しゅうりし、その次つぎにケイラの半はん区域くいきの知事ちじハシャビヤがその区域くいきのために修理しゅうりした。 18その後のちにケイラの半はん区域くいきの知事ちじヘナダデの子こバワイなどその兄弟きょうだいたちが修理しゅうりし、 19その次つぎにエシュアの子こでミヅパの知事ちじであるエゼルが、城壁じょうへきの曲まがりかどにある武器ぶき倉くらに上のぼる所ところと向むかい合あった他たの部分ぶぶんを修理しゅうりし、 20その後のちにザバイの子こバルクが、力ちからをつくして城壁じょうへきの曲まがりかどから大だい祭司さいしエリアシブの家いえの門もんまでの他たの部分ぶぶんを修理しゅうりし、 21その後のちにハッコヅの子こウリヤの子こメレモテが、エリアシブの家いえの門もんからエリアシブの家いえの端たんまでの他たの部分ぶぶんを修理しゅうりし、 22彼かれの後のちに低地ていちの人々ひとびとである祭司さいしたちが修理しゅうりし、 23その後のちにベニヤミンおよびハシュブが、自分じぶんたちの家いえと向むかい合あっている所ところを修理しゅうりし、その後のちにアナニヤの子こマアセヤの子こアザリヤが、自分じぶんの家いえの附近ふきんを修理しゅうりし、 24その後のちにヘナダデの子こビンヌイが、アザリヤの家いえから城壁じょうへきの曲まがりかど、およびすみまでの他たの部分ぶぶんを修理しゅうりした。 25ウザイの子こパラルは、城壁じょうへきの曲まがりかどと向むかい合あっている所ところ、および監視かんしの庭にわに近ちかい王おうの上うえの家いえから突つき出でている望楼ぼうろうと向むかい合あっている所ところを修理しゅうりした。その後のちにパロシの子こペダヤ、 26およびオペルに住すんでいる宮みやに仕つかえるしもべたちが、東ひがしの方ほうの水みずの門もんと向むかい合あっている所ところ、および突つき出でている望楼ぼうろうと向むかい合あっている所ところまで修理しゅうりした。 27その後のちにテコアびとが、突つき出でている大だい望楼ぼうろうと向むかい合あっている他たの部分ぶぶんを修理しゅうりし、オペルの城壁じょうへきにまで及およんだ。
    


    
      28馬うまの門もんから上うえの方ほうは祭司さいしたちが、おのおの自分じぶんの家いえと向むかい合あっている所ところを修理しゅうりした。 29その後のちにインメルの子こザドクが、自分じぶんの家いえと向むかい合あっている所ところを修理しゅうりし、その後のちにシカニヤの子こシマヤという東ひがしの門もんを守まもる者ものが修理しゅうりし、 30その後のちにシレミヤの子こハナニヤおよびザラフの第だい六の子こハヌンが他たの部分ぶぶんを修理しゅうりし、その後のちにベレキヤの子こメシュラムが、自分じぶんのへやと向むかい合あっている所ところを修理しゅうりした。 31その後のちに金きん細工人ざいくにんのひとりマルキヤという者ものが、召集しょうしゅうの門もんと向むかい合あっている所ところを修理しゅうりして、すみの二階かいのへやに至いたり、宮みやに仕つかえるしもべたちおよび商人しょうにんの家いえにまで及およんだ。 32またすみの二階かいのへやと羊ひつじの門もんの間あいだは金きん細工人ざいくにんと商人しょうにんたちがこれを修理しゅうりした。
    

  


  


  
    第四章


    
      1サンバラテはわれわれが城壁じょうへきを築きずくのを聞きいて怒いかり、大おおいに憤いきどおってユダヤ人ひとをあざけった。 2彼かれはその兄弟きょうだいたちおよびサマリヤの兵隊へいたいの前まえで語かたって言いった、「この弱々よわよわしいユダヤ人ひとは何なにをしているのか。自分じぶんで再興さいこうしようとするのか。犠牲ぎせいをささげようとするのか。一日にちで事ことを終おえようとするのか。塵塚ちりづかの中なかの石いしはすでに焼やけているのに、これを取とりだして生いかそうとするのか」。 3またアンモンびとトビヤは、彼かれのかたわらにいて言いった、「そうだ、彼かれらの築きずいている城壁じょうへきは、きつね一匹ぴきが上のぼってもくずれるであろう」と。 4「われわれの神かみよ、聞きいてください。われわれは侮あなどられています。彼かれらのはずかしめを彼かれらのこうべに返かえし、彼かれらを捕囚ほしゅうの地ちでぶんどり物ものにしてください。 5彼かれらのとがをおおわず、彼かれらの罪つみをみ前まえから消けし去さらないでください。彼かれらは築きずき建たてる者ものの前まえであなたを怒いからせたからです」。
    


    
      6こうしてわれわれは城壁じょうへきを築きずいたが、石いしがきはみな相あい連つらなって、その高たかさの半なかばにまで達たっした。民たみが心こころをこめて働はたらいたからである。
    


    
      7ところがサンバラテ、トビヤ、アラビヤびと、アンモンびと、アシドドびとらは、エルサレムの城壁じょうへきの修理しゅうりが進展しんてんし、その破われ目めもふさがり始はじめたと聞きいて大おおいに怒いかり、 8皆みな共ともに相あいはかり、エルサレムを攻せめて、その中なかに混乱こんらんを起おこそうとした。 9そこでわれわれは神かみに祈いのり、また日夜にちや見張みはりを置おいて彼かれらに備そなえた。
    


    
      10その時とき、ユダびとは言いった、「荷にを負おう者ものの力ちからは衰おとろえ、そのうえ、灰はい土つちがおびただしいので、われわれは城壁じょうへきを築きずくことができない」。 11またわれわれの敵てきは言いった、「彼かれらの知しらないうちに、また見みないうちに、彼かれらの中なかにはいりこんで彼かれらを殺ころし、その工事こうじをやめさせよう」。 12また彼かれらの近ちかくに住すんでいるユダヤ人ひとたちはきて、十度たびもわれわれに言いった、「彼かれらはその住すんでいるすべての所ところからわれわれに攻せめ上のぼるでしょう」と。 13そこでわたしは民たみにつるぎ、やりおよび弓ゆみを持もたせ、城壁じょうへきの後のちの低ひくい所ところ、すなわち空地くうちにその家族かぞくにしたがって立たたせた。 14わたしは見みめぐり、立たって尊たっとい人々ひとびと、つかさたち、およびその他たの民たみらに言いった、「あなたがたは彼かれらを恐おそれてはならない。大おおいなる恐おそるべき主しゅを覚おぼえ、あなたがたの兄弟きょうだい、むすこ、娘むすめ、妻つまおよび家いえのために戦たたかいなさい」。
    


    
      15われわれの敵てきは自分じぶんたちの事ことが、われわれに悟さとられたことを聞きき、また神かみが彼かれらの計はかりごとを破やぶられたことを聞きいたので、われわれはみな城壁じょうへきに帰かえり、おのおのその工事こうじを続つづけた。 16その日ひから後のちは、わたしのしもべの半数はんすうは工事こうじに働はたらき、半数はんすうはやり、盾たて、弓ゆみ、よろいをもって武装ぶそうした。そしてつかさたちは城壁じょうへきを築きずいているユダの全家ぜんかの後うしろに立たった。 17荷にを負おい運はこぶ者ものはおのおの片手かたてで工事こうじをなし、片手かたてに武器ぶきを執とった。 18築きずき建たてる者ものはおのおのその腰こしにつるぎを帯おびて築きずき建たて、ラッパを吹ふく者ものはわたしのかたわらにいた。 19わたしは尊たっとい人々ひとびと、つかさたち、およびその他たの民たみに言いった、「工事こうじは大おおきくかつ広ひろがっているので、われわれは城壁じょうへきの上うえで互たがいに遠とおく離はなれている。 20どこででもラッパの音おとを聞きいたなら、そこにいるわれわれの所ところに集あつまってほしい。われわれの神かみはわれわれのために戦たたかわれます」。
    


    
      21このようにして、われわれは工事こうじを進すすめたが、半数はんすうの者ものは夜明よあけから星ほしの出でる時ときまで、やりを執とっていた。 22その時ときわたしはまた民たみに告つげて、「おのおのそのしもべと共ともにエルサレムの内うちに宿やどり、夜よるはわれわれの護衛者ごえいしゃとなり、昼ひるは工事こうじをするように」と言いった。 23そして、わたしも、わたしの兄弟きょうだいたちも、わたしのしもべたちも、わたしを護衛ごえいする人々ひとびとも、われわれのうちひとりも、その衣ころもを脱ぬがず、おのおの手てに武器ぶきを執とっていた。
    

  


  


  
    第五章


    
      1さて、ここに民たみがその妻つまと共ともに、その兄弟きょうだいであるユダヤ人ひとに向むかって大おおいに叫さけび訴うったえることがあった。 2すなわち、ある人々ひとびとは言いった、「われわれはむすこ娘むすめと共ともに大だいぜいです。われわれは穀物こくもつを得えて、食たべて生いきていかなければなりません」。 3またある人々ひとびとは言いった、「われわれは飢うえのために、穀物こくもつを得えようと田畑たはたも、ぶどう畑はたけも、家いえも抵当ていとうに入いれています」。 4ある人々ひとびとは言いった、「われわれは王おうの税金ぜいきんのために、われわれの田畑たはたおよびぶどう畑はたけをもって金かねを借かりました。 5現げんにわれわれの肉にくはわれわれの兄弟きょうだいの肉にくに等ひとしく、われわれの子供こどもも彼かれらの子供こどもに等ひとしいのに、見みよ、われわれはむすこ娘むすめを人ひとの奴隷どれいとするようにしいられています。われわれの娘むすめのうちには、すでに人ひとの奴隷どれいになった者ものもありますが、われわれの田畑たはたも、ぶどう畑はたけも他人たにんのものになっているので、われわれにはどうする力ちからもありません」。
    


    
      6わたしは彼かれらの叫さけびと、これらの言葉ことばを聞きいて大おおいに怒いかった。 7わたしはみずから考かんがえたすえ、尊たっとい人々ひとびとおよびつかさたちを責せめて言いった、「あなたがたはめいめいその兄弟きょうだいから利息りそくをとっている」。そしてわたしは彼かれらの事ことについて大会たいかいを開ひらき、 8彼かれらに言いった、「われわれは異邦人いほうじんに売うられたわれわれの兄弟きょうだいユダヤ人ひとを、われわれの力ちからにしたがってあがなった。しかるにあなたがたは自分じぶんの兄弟きょうだいを売うろうとするのか。彼かれらはわれわれに売うられるのか」。彼かれらは黙もくしてひと言こともいわなかった。 9わたしはまた言いった、「あなたがたのする事ことはよくない。あなたがたは、われわれの敵てきである異邦人いほうじんのそしりをやめさせるために、われわれの神かみを恐おそれつつ事ことをなすべきではないか。 10わたしもわたしの兄弟きょうだいたちも、わたしのしもべたちも同おなじく金かねと穀物こくもつとを貸かしているが、われわれはこの利息りそくをやめよう。 11どうぞ、あなたがたは、きょうにも彼かれらの田畑たはた、ぶどう畑はたけ、オリブ畑はたけおよび家屋かおくを彼かれらに返かえし、またあなたがたが彼かれらから取とっていた金銭きんせん、穀物こくもつ、ぶどう酒しゅ、油あぶらなどの百分ぶんの一を返かえしなさい」。 12すると彼かれらは「われわれはそれを返かえします。彼かれらから何なにをも要求ようきゅうしません。あなたの言いうようにします」と言いった。そこでわたしは祭司さいしたちを呼よび、彼かれらにこの言葉ことばのとおりに行おこなうという誓ちかいを立たてさせた。 13わたしはまたわたしのふところを打うち払はらって言いった、「この約束やくそくを実行じっこうしない者ものを、どうぞ神かみがこのように打うち払はらって、その家いえおよびその仕事しごとを離はなれさせられるように。その人ひとはこのように打うち払はらわれてむなしくなるように」。会衆かいしゅうはみな「アァメン」と言いって、主しゅをさんびした。そして民たみはこの約束やくそくのとおりに行いった。
    


    
      14またわたしは、ユダの地ちの総督そうとくに任にんぜられた時ときから、すなわちアルタシャスタ王おうの第だい二十年ねんから第だい三十二年ねんまで、十二年ねんの間あいだ、わたしもわたしの兄弟きょうだいたちも、総督そうとくとしての手当てあてを受うけなかった。 15わたしより以前いぜんの総督そうとくらは民たみに重荷おもにを負おわせ、彼かれらから銀ぎん四十シケルのほかにパンとぶどう酒しゅを取とり、また彼かれらのしもべたちも民たみを圧迫あっぱくした。しかしわたしは神かみを恐おそれるので、そのようなことはしなかった。 16わたしはかえって、この城壁じょうへきの工事こうじに身みをゆだね、どんな土地とちをも買かったことはない。わたしのしもべたちは皆みなそこに集あつまって工事こうじをした。 17またわたしの食卓しょくたくにはユダヤ人ひとと、つかさたち百五十人にんもあり、そのほかに、われわれの周囲しゅういの異邦人いほうじんのうちからきた人々ひとびともあった。 18これがために一日にちに牛うし一頭とう、肥こえた羊ひつじ六頭とうを備そなえ、また鶏にわとりをもわたしのために備そなえ、十日かごとにたくさんのぶどう酒しゅを備そなえたが、わたしはこの民たみの労役ろうえきが重おもかったので、総督そうとくとしての手当てあてを求もとめなかった。 19わが神かみよ、わたしがこの民たみのためにしたすべての事ことを覚おぼえて、わたしをお恵めぐみください。
    

  


  


  
    第六章


    
      1サンバラテ、トビヤ、アラビヤびとガシムおよびその他たのわれわれの敵てきは、わたしが城壁じょうへきを築きずき終おわって、一つの破やぶれも残のこらないと聞きいた。（しかしその時ときにはまだ門もんのとびらをつけていなかったのである。） 2そこでサンバラテとガシムはわたしに使者ししゃをつかわして言いった、「さあ、われわれはオノの平野へいやにある一つの村むらで会見かいけんしよう」と。彼かれらはわたしに危害きがいを加くわえようと考かんがえていたのである。 3それでわたしは彼かれらに使者ししゃをつかわして言いわせた、「わたしは大おおいなる工事こうじをしているから下くだって行いくことはできない。どうしてこの工事こうじをさしおいて、あなたがたの所ところへ下くだって行いき、その間かん、工事こうじをやめることができようか」。 4彼かれらは四度どまでこのようにわたしに人ひとをつかわしたが、わたしは同おなじように彼かれらに答こたえた。 5ところが、サンバラテは五度目どめにそのしもべを前まえのようにわたしにつかわした。その手てには開封かいふうの手紙てがみを携たずさえていた。 6その中なかに次つぎのようにしるしてあった、「諸しょ国民こくみんの間あいだに言いい伝つたえられ、またガシムも言いっているが、あなたはユダヤ人ひとと共ともに反乱はんらんを企くわだて、これがために城壁じょうへきを築きずいている。またその言いうところによれば、あなたは彼かれらの王おうになろうとしている。 7またあなたは預言者よげんしゃを立たてて、あなたのことをエルサレムにのべ伝つたえさせ、『ユダに王おうがある』と言いわせているが、そのことはこの言葉ことばのとおり王おうに聞きこえるでしょう。それゆえ、今いまおいでなさい。われわれは共ともに相談そうだんしましょう」。 8そこでわたしは彼かれに人ひとをつかわして言いわせた、「あなたの言いうようなことはしていません。あなたはそれを自分じぶんの心こころから造つくり出だしたのです」と。 9彼かれらはみな「彼かれらの手てが弱よわって工事こうじをやめるようになれば、工事こうじは成就じょうじゅしないだろう」と考かんがえて、われわれをおどそうとしたのである。しかし神かみよ、どうぞいまわたしの手てを強つよめてください。
    


    
      10さてわたしはメヘタベルの子こデラヤの子こシマヤの家いえに行いったところ、彼かれは閉とじこもっていて言いった、「われわれは神かみの宮みやすなわち神殿しんでんの中なかで会合かいごうし、神殿しんでんの戸とを閉とじておきましょう。彼かれらはあなたを殺ころそうとして来くるからです。きっと夜よるのうちにあなたを殺ころそうとして来くるでしょう」。 11わたしは言いった、「わたしのような者ものがどうして逃にげられよう。わたしのような者ものでだれが神殿しんでんにはいって命いのちを全まっとうすることができよう。わたしははいらない」。 12わたしは悟さとった。神かみが彼かれをつかわされたのではない。彼かれがわたしにむかってこの預言よげんを伝つたえたのは、トビヤとサンバラテが彼かれを買収ばいしゅうしたためである。 13彼かれが買収ばいしゅうされたのはこの事ことのためである。すなわちわたしを恐おそれさせ、わたしにこのようにさせて、罪つみを犯おかさせ、わたしに悪名あくめいをきせて侮辱ぶじょくするためであった。 14わが神かみよ、トビヤ、サンバラテおよび女おんな預言者よげんしゃノアデヤならびにその他たの預言者よげんしゃなど、すべてわたしを恐おそれさせようとする者ものたちをおぼえて、彼かれらが行いったこれらのわざに報むくいてください。
    


    
      15こうして城壁じょうへきは五十二日にちを経へて、エルルの月つきの二十五日にちに完成かんせいした。 16われわれの敵てきが皆みなこれを聞きいた時とき、われわれの周囲しゅういの異邦人いほうじんはみな恐おそれ、大おおいに面目めんぼくを失うしなった。彼かれらはこの工事こうじが、われわれの神かみの助たすけによって成就じょうじゅしたことを悟さとったからである。 17またそのころ、ユダの尊たっとい人々ひとびとは多おおくの手紙てがみをトビヤに送おくった。トビヤの手紙てがみもまた彼かれらにきた。 18トビヤはアラの子こシカニヤの婿むこであったので、ユダのうちの多おおくの者ものが彼かれと誓ちかいを立たてていたからである。トビヤの子こヨハナンもベレキヤの子こメシュラムの娘むすめを妻つまにめとった。 19彼かれらはまたトビヤの善行ぜんこうをわたしの前まえに語かたり、またわたしの言葉ことばを彼かれに伝つたえた。トビヤはたびたび手紙てがみを送おくって、わたしを恐おそれさせようとした。
    

  


  


  
    第七章


    
      1城壁じょうへきが築きずかれて、とびらを設もうけ、さらに門衛もんえい、歌うたうたう者ものおよびレビびとを任命にんめいしたので、 2わたしは、わたしの兄弟きょうだいハナニと、城しろのつかさハナニヤに命めいじて、エルサレムを治おさめさせた。彼かれは多おおくの者ものにまさって忠信ちゅうしんな、神かみを恐おそれる者ものであったからである。 3わたしは彼かれらに言いった、「日ひの暑あつくなるまではエルサレムのもろもろの門もんを開ひらいてはならない。人々ひとびとが立たって守まもっている間あいだに門もんを閉とじさせ、貫かんの木きを差させ。またエルサレムの住民じゅうみんの中なかから番兵ばんぺいを立たてて、おのおのにその所ところを守まもらせ、またおのおのの家いえと向むかい合あう所ところを守まもらせよ」。 4町まちは広ひろくて大おおきかったが、その内うちの民たみは少すくなく、家々いえいえはまだ建たてられていなかった。
    


    
      5時ときに神かみはわたしの心こころに、尊たっとい人々ひとびと、つかさおよび民たみを集あつめて、家系かけいによってその名簿めいぼをしらべようとの思おもいを起おこされた。わたしは最初さいしょに上のぼって来きた人々ひとびとの系図けいずを発見はっけんし、その中なかにこのようにしるしてあるのを見みいだした。
    


    
      6バビロンの王おうネブカデネザルが捕とらえ移うつした捕囚ほしゅうのうち、ゆるされてエルサレムおよびユダに上のぼり、おのおの自分じぶんの町まちに帰かえったこの州しゅうの人々ひとびとは次つぎのとおりである。 7彼かれらはゼルバベル、エシュア、ネヘミヤ、アザリヤ、ラアミヤ、ナハマニ、モルデカイ、ビルシャン、ミスペレテ、ビグワイ、ネホム、バアナと一緒いっしょに帰かえってきた者ものたちである。
    


    
      そのイスラエルの民たみの人数にんずうは次つぎのとおりである。 8パロシの子孫しそんは二千百七十二人にん。 9シパテヤの子孫しそんは三百七十二人にん。 10アラの子孫しそんは六百五十二人にん。 11パハテ・モアブの子孫しそんすなわちエシュアとヨアブの子孫しそんは二千八百十八人にん。 12エラムの子孫しそんは一千二百五十四人にん。 13ザットの子孫しそんは八百四十五人にん。 14ザッカイの子孫しそんは七百六十人にん。 15ビンヌイの子孫しそんは六百四十八人にん。 16ベバイの子孫しそんは六百二十八人にん。 17アズガデの子孫しそんは二千三百二十二人にん。 18アドニカムの子孫しそんは六百六十七人にん。 19ビグワイの子孫しそんは二千六十七人にん。 20アデンの子孫しそんは六百五十五人にん。 21ヒゼキヤの家いえのアテルの子孫しそんは九十八人にん。 22ハシュムの子孫しそんは三百二十八人にん。 23ベザイの子孫しそんは三百二十四人にん。 24ハリフの子孫しそんは百十二人にん。 25ギベオンの子孫しそんは九十五人にん。 26ベツレヘムおよびネトパの人々ひとびとは百八十八人にん。 27アナトテの人々ひとびとは百二十八人にん。 28ベテ・アズマウテの人々ひとびとは四十二人にん。 29キリアテ・ヤリム、ケピラおよびベエロテの人々ひとびとは七百四十三人にん。 30ラマおよびゲバの人々ひとびとは六百二十一人にん。 31ミクマシの人々ひとびとは百二十二人にん。 32ベテルおよびアイの人々ひとびとは百二十三人にん。 33ほかのネボの人々ひとびとは五十二人にん。 34ほかのエラムの子孫しそんは一千二百五十四人にん。 35ハリムの子孫しそんは三百二十人にん。 36エリコの人々ひとびとは三百四十五人にん。 37ロド、ハデデおよびオノの人々ひとびとは七百二十一人にん。 38セナアの子孫しそんは三千九百三十人にん。 39祭司さいしでは、エシュアの家いえのエダヤの子孫しそんが九百七十三人にん。 40インメルの子孫しそんが一千五十二人にん。 41パシュルの子孫しそんが一千二百四十七人にん。 42ハリムの子孫しそんが一千十七人にん。
    


    
      43レビびとでは、エシュアの子孫しそんすなわちホデワの子孫しそんのうちのカデミエルの子孫しそんが七十四人にん。
    


    
      44歌うたうたう者ものでは、アサフの子孫しそんが百四十八人にん。
    


    
      45門衛もんえいでは、シャルムの子孫しそん、アテルの子孫しそん、タルモンの子孫しそん、アックブの子孫しそん、ハテタの子孫しそんおよびショバイの子孫しそん合あわせて百三十八人にん。
    


    
      46宮みやに仕つかえるしもべでは、ジハの子孫しそん、ハスパの子孫しそん、タバオテの子孫しそん、 47ケロスの子孫しそん、シアの子孫しそん、パドンの子孫しそん、 48レバナの子孫しそん、ハガバの子孫しそん、サルマイの子孫しそん、 49ハナンの子孫しそん、ギデルの子孫しそん、ガハルの子孫しそん、 50レアヤの子孫しそん、レヂンの子孫しそん、ネコダの子孫しそん、 51ガザムの子孫しそん、ウザの子孫しそん、パセアの子孫しそん、 52ベサイの子孫しそん、メウニムの子孫しそん、ネフセシムの子孫しそん、 53バクブクの子孫しそん、ハクパの子孫しそん、ハルホルの子孫しそん、 54バヅリテの子孫しそん、メヒダの子孫しそん、ハルシャの子孫しそん、 55バルコスの子孫しそん、シセラの子孫しそん、テマの子孫しそん、 56ネヂアの子孫しそんおよびハテパの子孫しそん。
    


    
      57ソロモンのしもべであった者ものたちの子孫しそんでは、ソタイの子孫しそん、ソペレテの子孫しそん、ペリダの子孫しそん、 58ヤアラの子孫しそん、ダルコンの子孫しそん、ギデルの子孫しそん、 59シパテヤの子孫しそん、ハッテルの子孫しそん、ポケレテ・ハッゼバイムの子孫しそん、アモンの子孫しそん。
    


    
      60宮みやに仕つかえるしもべたちとソロモンのしもべであった者ものたちの子孫しそんとは合あわせて三百さんびゃく九きゅう十じゅう二に人にん。
    


    
      61テルメラ、テルハレサ、ケルブ、アドンおよびインメルから上のぼって来きた者ものがあったが、その氏族しぞくと、血統けっとうとを示しめして、イスラエルの者ものであることを明あきらかにすることができなかった。その人々ひとびとは次つぎのとおりである。 62すなわちデラヤの子孫しそん、トビヤの子孫しそん、ネコダの子孫しそんであって、合あわせて六百四十二人にん。 63また祭司さいしのうちにホバヤの子孫しそん、ハッコヅの子孫しそん、バルジライの子孫しそんがある。バルジライはギレアデびとバルジライの娘むすめたちのうちから妻つまをめとったので、その名なで呼よばれた。 64これらの者ものはこの系図けいずに載のった者もののうちに、自分じぶんの籍せきをたずねたが、なかったので、汚けがれた者ものとして祭司さいしの職しょくから除のぞかれた。 65総督そうとくは彼かれらに告つげて、ウリムとトンミムを帯おびる祭司さいしの起おこるまでは、いと聖せいなる物ものを食たべてはならぬと言いった。
    


    
      66会衆かいしゅうは合あわせて四万二千三百六十人にんであった。 67このほかに男女だんじょの奴隷どれいが七千三百三十七人にん、歌うたうたう者ものが男女だんじょ合あわせて二百四十五人にんあった。 68その馬うまは七百三十六頭とう、その騾馬らばは二百四十五頭とう、 69そのらくだは四百三十五頭とう、そのろばは六千七百二十頭とうであった。
    


    
      70氏族しぞくの長ちょうのうち工事こうじのためにささげ物ものをした人々ひとびとがあった。総督そうとくは金きん一千ダリク、鉢はち五十、祭司さいしの衣服いふく五百三十かさねを倉くらに納おさめた。 71また氏族しぞくの長ちょうのうちのある人々ひとびとは金きん二万ダリク、銀ぎん二千二百ミナを工事こうじのために倉くらに納おさめた。 72その他たの民たみの納おさめたものは金きん二万ダリク、銀ぎん二千ミナ、祭司さいしの衣服いふく六十七かさねであった。
    


    
      73こうして祭司さいし、レビびと、門衛もんえい、歌うたうたう者もの、民たみのうちのある人々ひとびと、宮みやに仕つかえるしもべたち、およびイスラエルびとは皆みなその町々まちまちに住すんだ。
    


    
      イスラエルの人々ひとびとはその町々まちまちに住すんで七月がつになった。
    

  


  


  
    第八章


    
      1その時とき民たみは皆みなひとりのようになって水みずの門もんの前まえの広場ひろばに集あつまり、主しゅがイスラエルに与あたえられたモーセの律法りっぽうの書しょを持もって来くるように、学者がくしゃエズラに求もとめた。 2祭司さいしエズラは七月がつの一日にちに律法りっぽうを携たずさえて来きて、男女だんじょの会衆かいしゅうおよびすべて聞きいて悟さとることのできる人々ひとびとの前まえにあらわれ、 3水みずの門もんの前まえにある広場ひろばで、あけぼのから正午しょうごまで、男女だんじょおよび悟さとることのできる人々ひとびとの前まえでこれを読よんだ。民たみはみな律法りっぽうの書しょに耳みみを傾かたむけた。 4学者がくしゃエズラはこの事ことのために、かねて設もうけた木きの台だいの上うえに立たったが、彼かれのかたわらには右みぎの方ほうにマッタテヤ、シマ、アナヤ、ウリヤ、ヒルキヤおよびマアセヤが立たち、左ひだりの方ほうにはペダヤ、ミサエル、マルキヤ、ハシュム、ハシバダナ、ゼカリヤおよびメシュラムが立たった。 5エズラはすべての民たみの前まえにその書しょを開ひらいた。彼かれはすべての民たみよりも高たかい所ところにいたからである。彼かれが書しょを開ひらくと、すべての民たみは起立きりつした。 6エズラは大おおいなる神かみ、主しゅをほめ、民たみは皆みなその手てをあげて、「アァメン、アァメン」と言いって答こたえ、こうべをたれ、地ちにひれ伏ふして主しゅを拝はいした。 7エシュア、バニ、セレビヤ、ヤミン、アックブ、シャベタイ、ホデヤ、マアセヤ、ケリタ、アザリヤ、ヨザバデ、ハナン、ペラヤおよびレビびとたちは民たみに律法りっぽうを悟さとらせた。民たみはその所ところに立たっていた。 8彼かれらはその書しょ、すなわち神かみの律法りっぽうをめいりょうに読よみ、その意味いみを解とき明あかしてその読よむところを悟さとらせた。
    


    
      9総督そうとくであるネヘミヤと、祭司さいしであり、学者がくしゃであるエズラと、民たみを教おしえるレビびとたちはすべての民たみに向むかって「この日ひはあなたがたの神かみ、主しゅの聖せいなる日ひです。嘆なげいたり、泣ないたりしてはならない」と言いった。すべての民たみが律法りっぽうの言葉ことばを聞きいて泣ないたからである。 10そして彼かれらに言いった、「あなたがたは去さって、肥こえたものを食たべ、甘あまいものを飲のみなさい。その備そなえのないものには分わけてやりなさい。この日ひはわれわれの主しゅの聖せいなる日ひです。憂うれえてはならない。主しゅを喜よろこぶことはあなたがたの力ちからです」。 11レビびともまたすべての民たみを静しずめて、「泣なくことをやめなさい。この日ひは聖せいなる日ひです。憂うれえてはならない」と言いった。 12すべての民たみは去さって食くい飲のみし、また分わけ与あたえて、大おおいに喜よろこんだ。これは彼かれらが読よみ聞きかされた言葉ことばを悟さとったからである。
    


    
      13次つぎの日ひ、すべての民たみの氏族しぞくの長ちょうたち、祭司さいし、レビびとらは律法りっぽうの言葉ことばを学まなぶために学者がくしゃエズラのもとに集あつまってきて、 14律法りっぽうのうちに主しゅがモーセに命めいじられたこと、すなわちイスラエルの人々ひとびとは七月がつの祭まつりの間あいだ、仮庵かりいおの中なかに住すむべきことがしるされているのを見みいだした。 15またすべての町々まちまちおよびエルサレムにのべ伝つたえて、「あなたがたは山やまに出でて行いって、オリブと野生やせいのオリブ、ミルトス、なつめやし、および茂しげった木きの枝えだを取とってきて、しるされてあるとおり、仮庵かりいおを造つくれ」と言いってあるのを見みいだした。 16それで民たみは出でて行いって、それを持もって帰かえり、おのおのその家いえの屋根やねの上うえ、その庭にわ、神かみの宮みやの庭にわ、水みずの門もんの広場ひろば、エフライムの門もんの広場ひろばなどに仮庵かりいおを造つくった。 17捕囚ほしゅうから帰かえって来きた会衆かいしゅうは皆みな仮庵かりいおを造つくって、仮庵かりいおに住すんだ。ヌンの子こヨシュアの日ひからこの日ひまで、イスラエルの人々ひとびとはこのように行いったことがなかった。それでその喜よろこびは非常ひじょうに大おおきかった。 18エズラは初はじめの日ひから終おわりの日ひまで、毎日まいにち神かみの律法りっぽうの書しょを読よんだ。人々ひとびとは七日なぬかの間あいだ、祭まつりを行おこない、八日ようか目めになって、おきてにしたがって聖せい会かいを開ひらいた。
    

  


  


  
    第九章


    
      1その月つきの二十四日かにイスラエルの人々ひとびとは集あつまって断食だんじきし、荒布あらぬのをまとい、土つちをかぶった。 2そしてイスラエルの子孫しそんは、すべての異邦人いほうじんを離はなれ、立たって自分じぶんの罪つみと先祖せんぞの不義ふぎとをざんげした。 3彼かれらはその所ところに立たって、その日ひの四分ぶんの一をもってその神かみ、主しゅの律法りっぽうの書しょを読よみ、他たの四分ぶんの一をもってざんげをなし、その神かみ、主しゅを拝はいした。 4その時ときエシュア、バニ、カデミエル、シバニヤ、ブンニ、セレビヤ、バニ、ケナニらはレビびとの台だいの上うえに立たち、大声おおごえをあげて、その神かみ、主しゅに呼よばわった。 5それからまたエシュア、カデミエル、バニ、ハシャブニヤ、セレビヤ、ホデヤ、セバニヤ、ペタヒヤなどのレビびとは言いった、「立たちあがって永遠えいえんから永遠えいえんにいますあなたがたの神かみ、主しゅをほめなさい。あなたの尊たっといみ名なはほむべきかな。これはすべての祝福しゅくふくとさんびを越こえるものです」。
    


    
      6またエズラは言いった、「あなたは、ただあなたのみ、主しゅでいらせられます。あなたは天てんと諸しょ天てんの天てんと、その万象ばんしょう、地ちとその上うえのすべてのもの、海うみとその中なかのすべてのものを造つくり、これをことごとく保たもたれます。天てんの万軍ばんぐんはあなたを拝はいします。 7あなたは主しゅ、神かみでいらせられます。あなたは昔むかしアブラムを選えらんでカルデヤのウルから導みちびき出だし、彼かれにアブラハムという名なを与あたえ、 8彼かれの心こころがあなたの前まえに忠信ちゅうしんなのを見みられて、彼かれと契約けいやくを結むすび、その子孫しそんにカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペリジびと、エブスびとおよびギルガシびとの地ちを与あたえると言いわれたが、ついにあなたはその約束やくそくを成就じょうじゅされました。あなたは正ただしくいらせられるからです。
    


    
      9あなたはわれわれの先祖せんぞがエジプトで苦難くなんを受うけるのを顧かえりみられ、また紅海こうかいのほとりで呼よばわり叫さけぶのを聞ききいれられ、 10しるしと不思議ふしぎとをあらわしてパロと、そのすべての家来けらいと、その国くにのすべての民たみを攻せめられました。彼かれらがわれわれの先祖せんぞに対たいして、ごうまんにふるまったことを知しられたからです。そしてあなたが名なをあげられたこと今日こんにちのようです。 11あなたはまた彼かれらの前まえで海うみを分わけ、彼かれらに、かわいた地ちを踏ふんで海うみの中なかを通とおらせ、彼かれらを追おう者ものを、石いしを大水おおみずに投なげ入いれるように淵ふちに投なげ入いれ、 12昼ひるは雲くもの柱はしらをもって彼かれらを導みちびき、夜よるは火ひの柱はしらをもってその行ゆくべき道みちを照てらされました。 13あなたはまたシナイ山さんの上うえに下くだり、天てんから彼かれらと語かたり、正ただしいおきてと、まことの律法りっぽうおよび良よきさだめと戒いましめとを授さづけ、 14あなたの聖せいなる安息日あんそくにちを彼かれらに示しめし、あなたのしもべモーセによって戒いましめと、さだめと、律法りっぽうとを彼かれらに命めいじ、 15天てんから食物しょくもつを与あたえてその飢うえをとどめ、岩いわから水みずを出だしてそのかわきを潤うるおし、また、彼かれらに与あたえると誓ちかわれたその国くににはいって、これを獲えるように彼かれらに命めいじられました。
    


    
      16しかし彼かれら、すなわちわれわれの先祖せんぞはごうまんにふるまい、かたくなで、あなたの戒いましめに従したがわず、 17従したがうことを拒こばみ、あなたが彼かれらの中なかで行おこなわれた奇跡きせきを心こころにとめず、かえってかたくなになり、みずからひとりのかしらを立たてて、エジプトの奴隷どれいの生活せいかつに帰かえろうとしました。しかしあなたは罪つみをゆるす神かみ、恵めぐみあり、あわれみあり、怒いかることおそく、いつくしみ豊ゆたかにましまして、彼かれらを捨すてられませんでした。 18また彼かれらがみずから一つの鋳物いものの子こ牛うしを造つくって、『これはあなたがたをエジプトから導みちびき上のぼったあなたがたの神かみである』と言いって、大おおいに汚けがし事ことを行おこなった時ときにも、 19あなたは大おおいなるあわれみをもって彼かれらを荒野あらのに見捨みすてられず、昼ひるは雲くもの柱はしらを彼かれらの上うえから離はなさないで道々みちみち彼かれらを導みちびき、夜よるは火ひの柱はしらをもって彼かれらの行ゆくべき道みちを照てらされました。 20またあなたは良よきみたまを賜たまわって彼かれらを教おしえ、あなたのマナを常つねに彼かれらの口くちに与あたえ、また水みずを彼かれらに与あたえて、かわきをとどめ、 21四十年ねんの間あいだ彼かれらを荒野あらので養やしなわれたので、彼かれらはなんの欠かけるところもなく、その衣服いふくも古ふるびず、その足あしもはれませんでした。 22そしてあなたは彼かれらに諸国しょこく、諸民しょみんを与あたえて、これをすべて分わかち取とらせられました。彼かれらはヘシボンの王おうシホンの領地りょうち、およびバシャンの王おうオグの領地りょうちを獲えました。 23また彼かれらの子孫しそんを増まして空そらの星ほしのようにし、彼かれらの先祖せんぞたちに、はいって獲えよと言いわれた地ちに彼かれらを導みちびき入いれられたので、 24その子孫しそんは、はいってこの地ちを獲えました。あなたはまた、この地ちに住すむカナンびとを彼かれらの前まえに征服せいふくし、その王おうたちおよびその地ちの民たみを彼かれらの手てに渡わたして、意いのままに扱あつかわせられました。 25それで彼かれらは堅固けんごな町々まちまちおよび肥こえた地ちを取とり、もろもろの良よい物ものの満みちた家いえ、掘池ほりいけ、ぶどう畑はたけ、オリブ畑はたけおよび多おおくの果樹かじゅを獲え、食たべて飽あき、肥こえ太ふとり、あなたの大おおいなる恵めぐみによって楽たのしみました。
    


    
      26それにもかかわらず彼かれらは不ふ従順じゅうじゅんで、あなたにそむき、あなたの律法りっぽうを後のちに投なげ捨すて、彼かれらを戒いましめて、あなたに立たち返かえらせようとした預言者よげんしゃたちを殺ころし、大おおいに汚けがし事ことを行おこないました。 27そこであなたは彼かれらを敵てきの手てに渡わたして苦くるしめられましたが、彼かれらがその苦難くなんの時ときにあなたに呼よばわったので、あなたは天てんからこれを聞きかれ、大おおいなるあわれみをもって彼かれらに救すくう者ものを与あたえ、敵てきの手てから救すくわせられました。 28ところが彼かれらは安息あんそくを得えるやいなや、またあなたの前まえに悪事あくじを行おこなったので、あなたは彼かれらを敵てきの手てに捨すて置おいて、これに治おさめさせられましたが、彼かれらがまた立たち返かえってあなたに呼よばわったので、あなたは天てんからこれを聞きき、あわれみをもってしばしば彼かれらを救すくい出だし、 29彼かれらを戒いましめて、あなたの律法りっぽうに引ひきもどそうとされました。けれども彼かれらはごうまんにふるまい、あなたの戒いましめに従したがわず、人ひとがこれを行おこなうならば、これによって生いきるというあなたのおきてを破やぶって罪つみを犯おかし、肩かたをそびやかし、かたくなになって、聞きき従したがおうとはしませんでした。 30それでもあなたは年とし久ひさしく彼かれらを忍しのび、あなたの預言者よげんしゃたちにより、あなたのみたまをもって彼かれらを戒いましめられましたが、彼かれらは耳みみを傾かたむけなかったので、彼かれらを国々くにぐにの民たみの手てに渡わたされました。 31しかしあなたは大おおいなるあわれみによって彼かれらを絶たやさず、また彼かれらを捨すてられませんでした。あなたは恵めぐみあり、あわれみある神かみでいらせられるからです。
    


    
      32それゆえ、われわれの神かみ、契約けいやくを保たもち、いつくしみを施ほどこされる大おおいにして力強ちからづよく、恐おそるべき神かみよ、アッスリヤの王おうたちの時ときから今日こんにちまで、われわれとわれわれの王おうたち、つかさたち、祭司さいしたち、預言者よげんしゃたち、先祖せんぞたち、およびあなたのすべての民たみに臨のぞんだもろもろの苦難くなんを小ちいさい事ことと見みないでください。 33われわれに臨のぞんだすべての事ことについて、あなたは正ただしいのです。あなたは誠実せいじつをもって行おこなわれたのに、われわれは悪あくを行おこなったのです。 34われわれの王おうたち、つかさたち、祭司さいしたち、先祖せんぞたちはあなたの律法りっぽうを行おこなわず、あなたがお与あたえになった命令めいれいと戒いましめとに聞きき従したがいませんでした。 35すなわち彼かれらはおのれの国くににおり、あなたが下くださった大おおきな恵めぐみのうちにおり、またあなたがお与あたえになった広ひろい肥こえた地ちにおりながら、あなたに仕つかえず、また自分じぶんの悪わるいわざをやめることをしませんでした。 36われわれは今日こんにち奴隷どれいです。あなたがわれわれの先祖せんぞに与あたえて、その実みとその良よき物ものとを食たべさせようとされた地ちで、われわれは奴隷どれいとなっているのです。 37そしてこの地ちはわれわれの罪つみのゆえに、あなたがわれわれの上うえに立たてられた王おうたちのために多おおくの産物さんぶつを出だしています。かつ彼かれらはわれわれの身みをも、われわれの家畜かちくをも意いのままに左右さゆうすることができるので、われわれは大おおいなる苦難くなんのうちにあるのです」。
    


    
      38このもろもろの事ことのためにわれわれは堅かたい契約けいやくを結むすんで、これを記録きろくし、われわれのつかさたち、レビびとたち祭司さいしたちはこれに印いんを押おした。
    

  


  


  
    第十章


    
      1印いんを押おした者ものはハカリヤの子こである総督そうとくネヘミヤ、およびゼデキヤ、 2セラヤ、アザリヤ、エレミヤ、 3パシュル、アマリヤ、マルキヤ、 4ハットシ、シバニヤ、マルク、 5ハリム、メレモテ、オバデヤ、 6ダニエル、ギンネトン、バルク、 7メシュラム、アビヤ、ミヤミン、 8マアジヤ、ビルガイ、シマヤで、これらは祭司さいしである。
    


    
      9レビびとではアザニヤの子こエシュア、ヘナダデの子こらのうちのビンヌイ、カデミエル、 10およびその兄弟きょうだいシバニヤ、ホデヤ、ケリタ、ペラヤ、ハナン、 11ミカ、レホブ、ハシャビヤ、 12ザックル、セレビヤ、シバニヤ、 13ホデヤ、バニ、ベニヌである。 14民たみのかしらではパロシ、パハテ・モアブ、エラム、ザット、バニ、 15ブンニ、アズガデ、ベバイ、 16アドニヤ、ビグワイ、アデン、 17アテル、ヒゼキヤ、アズル、 18ホデヤ、ハシュム、ベザイ、 19ハリフ、アナトテ、ノバイ、 20マグピアシ、メシュラム、ヘジル、 21メシザベル、ザドク、ヤドア、 22ペラテヤ、ハナン、アナニヤ、 23ホセア、ハナニヤ、ハシュブ、 24ハロヘシ、ピルハ、ショベク、 25レホム、ハシャブナ、マアセヤ、 26アヒヤ、ハナン、アナン、 27マルク、ハリム、バアナである。
    


    
      28その他たの民たみ、祭司さいし、レビびと、門もんを守まもる者もの、歌うたうたう者もの、宮みやに仕つかえるしもべ、ならびにすべて国々くにぐにの民たみと離はなれて神かみの律法りっぽうに従したがった者ものおよびその妻つま、むすこ、娘むすめなどすべて知識ちしきと悟さとりのある者ものは、 29その兄弟きょうだいである尊たっとい人々ひとびとにつき従したがい、神かみのしもべモーセによって授さづけられた神かみの律法りっぽうに歩あゆみ、われわれの主しゅ、主しゅのすべての戒いましめと、おきてと、定さだめとを守まもり行おこなうために、のろいと誓ちかいとに加くわわった。 30われわれはこの地ちの民たみらにわれわれの娘むすめを与あたえず、われわれのむすこに彼かれらの娘むすめをめとらない。 31またこの地ちの民たみらがたとい品物しなものまたは穀物こくもつを安息日あんそくにちに携たずさえて来きて売うろうとしても、われわれは安息日あんそくにちまたは聖日せいじつにはそれを買かわない。また七年ねんごとに耕作こうさくをやめ、すべての負債ふさいをゆるす。
    


    
      32われわれはまたみずから規定きていを設もうけて、われわれの神かみの宮みやの用ようのために年々ねんねんシケルの三分ぶんの一を出だし、 33供そなえのパン、常素祭じょうそさい、常燔祭じょうはんさいのため、安息日あんそくにち、新月しんげつおよび定さだめの祭まつりの供そなえ物もののため、聖せいなる物もののため、イスラエルのあがないをなす罪祭ざいさい、およびわれわれの神かみの宮みやのもろもろのわざのために用もちいることにした。 34またわれわれ祭司さいし、レビびとおよび民たみはくじを引ひいて、律法りっぽうにしるされてあるようにわれわれの神かみ、主しゅの祭壇さいだんの上うえにたくべきたきぎの供そなえ物ものを、年々ねんねん定さだめられた時ときに氏族しぞくにしたがって、われわれの神かみの宮みやに納おさめる者ものを定さだめた。 35またわれわれの土地とちの初はつなり、および各種かくしゅの木きの実みの初はつなりを、年々ねんねん主しゅの宮みやに携たずさえてくることを誓ちかい、 36また律法りっぽうにしるしてあるように、われわれの子こどもおよび家畜かちくのういご、およびわれわれの牛うしや羊ひつじのういごを、われわれの神かみの宮みやに携たずさえてきて、われわれの神かみの宮みやに仕つかえる祭司さいしに渡わたし、 37われわれの麦粉むぎこの初物はつもの、われわれの供そなえ物もの、各種かくしゅの木きの実み、ぶどう酒しゅおよび油あぶらを祭司さいしのもとに携たずさえて行いって、われわれの神かみの宮みやのへやに納おさめ、またわれわれの土地とちの産物さんぶつの十分ぶんの一をレビびとに与あたえることにした。レビびとはわれわれのすべての農作のうさくをなす町まちにおいて、その十分ぶんの一を受うくべき者ものだからである。 38レビびとが十分ぶんの一を受うける時ときには、アロンの子孫しそんである祭司さいしが、そのレビびとと共ともにいなければならない。そしてまたレビびとはその十分ぶんの一の十分ぶんの一を、われわれの神かみの宮みやに携たずさえ上のぼって、へやまたは倉くらに納おさめなければならない。 39すなわちイスラエルの人々ひとびとおよびレビの子孫しそんは穀物こくもつ、ぶどう酒しゅ、および油あぶらの供そなえ物ものを携たずさえて行いって、聖所せいじょの器物うつわものおよび勤つとめをする祭司さいし、門衛もんえい、歌うたうたう者ものたちのいるへやにこれを納おさめなければならない。こうしてわれわれは、われわれの神かみの宮みやをなおざりにしない。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1民たみのつかさたちはエルサレムに住すみ、その他たの民たみはくじを引ひいて、十人にんのうちからひとりずつを、聖都せいとエルサレムに来きて住すませ、九人にんを他たの町々まちまちに住すませた。 2またすべてみずから進すすみでてエルサレムに住すむことを申もうし出でた人々ひとびとは、民たみはこれを祝福しゅくふくした。
    


    
      3さてエルサレムに住すんだこの州しゅうの長ちょうたちは次つぎのとおりである。ただしユダの町々まちまちではおのおのその町々まちまちにある自分じぶんの所有しょゆう地ちに住すんだ。すなわちイスラエルびと、祭司さいし、レビびと、宮みやに仕つかえるしもべ、およびソロモンのしもべであった者ものたちの子孫しそんである。 4そしてエルサレムにはユダの子孫しそんおよびベニヤミンの子孫しそんのうちのある者ものたちが住すんだ。すなわちユダの子孫しそんではウジヤの子こアタヤで、ウジヤはゼカリヤの子こ、ゼカリヤはアマリヤの子こ、アマリヤはシパテヤの子こ、シパテヤはマハラレルの子こ、マハラレルはペレヅの子孫しそんである。 5またバルクの子こマアセヤで、バルクはコロホゼの子こ、コロホゼはハザヤの子こ、ハザヤはアダヤの子こ、アダヤはヨヤリブの子こ、ヨヤリブはゼカリヤの子こ、ゼカリヤはシロニびとの子こである。 6ペレヅの子孫しそんでエルサレムに住すんだ者ものは合あわせて四百六十八人にんで、みな勇敢ゆうかんな人々ひとびとである。
    


    
      7ベニヤミンの子孫しそんでは次つぎのとおりである。すなわちメシュラムの子こサルで、メシュラムはヨエデの子こ、ヨエデはペダヤの子こ、ペダヤはコラヤの子こ、コラヤはマアセヤの子こ、マアセヤはイテエルの子こ、イテエルはエサヤの子こである。 8その次つぎはガバイおよびサライなどで合あわせて九百二十八人にん。 9ジクリの子こヨエルが彼かれらの監督かんとくである。ハッセヌアの子こユダがその副官ふくかんとして町まちを治おさめた。
    


    
      10祭司さいしではヨヤリブの子こエダヤ、ヤキン、 11および神かみの宮みやのつかさセラヤで、セラヤはヒルキヤの子こ、ヒルキヤはメシュラムの子こ、メシュラムはザドクの子こ、ザドクはメラヨテの子こ、メラヨテはアヒトブの子こである。 12宮みやの務つとめをするその兄弟きょうだいは八百二十二人にんあり、また、エロハムの子こアダヤがある。エロハムはペラリヤの子こ、ペラリヤはアムジの子こ、アムジはゼカリヤの子こ、ゼカリヤはパシホルの子こ、パシホルはマルキヤの子こである。 13アダヤの兄弟きょうだいで、氏族しぞくの長ちょうたる者ものは二百四十二人にんあり、またアザリエルの子こアマシサイがある。アザリエルはアハザイの子こ、アハザイはメシレモテの子こ、メシレモテはインメルの子こである。 14その兄弟きょうだいである勇士ゆうしは百二十八人にんあり、その監督かんとくはハッゲドリムの子こザブデエルである。
    


    
      15レビびとではハシュブの子こシマヤで、ハシュブはアズリカムの子こ、アズリカムはハシャビヤの子こ、ハシャビヤはブンニの子こである。 16またシャベタイおよびヨザバデがある。これらはレビびとのかしらであって、神かみの宮みやの外そとのわざをつかさどった。 17またミカの子こマッタニヤがある。ミカはザブデの子こ、ザブデはアサフの子こである。マッタニヤは祈いのりの時ときに感謝かんしゃの言葉ことばを唱となえ始はじめる者ものである。その兄弟きょうだいのうちのバクブキヤは彼かれに次つぐ者ものであった。またシャンマの子こアブダがある。シャンマはガラルの子こ、ガラルはエドトンの子こである。 18聖都せいとにおるレビびとは合あわせて二百八十四人にんであった。
    


    
      19門衛もんえいでは門もんを守まもるアックブ、タルモンおよびその兄弟きょうだいたち合あわせて百七十二人にんである。 20その他たのイスラエルびと、祭司さいし、レビびとたちは皆みなユダのすべての町々まちまちにあって、おのおの自分じぶんの嗣し業ぎょうにとどまった。 21ただし宮みやに仕つかえるしもべたちはオペルに住すみ、ヂハおよびギシパが宮みやに仕つかえるしもべたちを監督かんとくしていた。
    


    
      22エルサレムにおるレビびとの監督かんとくはウジである。ウジはバニの子こ、バニはハシャビヤの子こ、ハシャビヤはマッタニヤの子こ、マッタニヤはミカの子こである。ミカは歌うたうたう者ものなるアサフの子孫しそんである。ウジは神かみの宮みやのわざを監督かんとくした。 23彼かれらについては王おうからの命令めいれいがあって、歌うたうたう者ものに日々ひびの定さだまった分ぶんを与あたえさせた。 24またユダの子こゼラの子孫しそんであるメシザベルの子こペタヒヤは王おうの手てに属ぞくして民たみに関かんするすべての事ことを取とり扱あつかった。
    


    
      25また村々むらむらとその田畑たはたについては、ユダの子孫しそんの者ものはキリアテ・アルバとその村々むらむら、デボンとその村々むらむら、エカブジエルとその村々むらむらに住すみ、 26エシュア、モラダおよびベテペレテに住すみ、 27ハザル・シュアルおよびベエルシバとその村々むらむらに住すみ、 28チクラグおよびメコナとその村々むらむらに住すみ、 29エンリンモン、ザレア、ヤルムテに住すみ、 30ザノア、アドラムおよびそれらの村々むらむら、ラキシとその田野でんや、アゼカとその村々むらむらに住すんだ。こうして彼かれらはベエルシバからヒンノムの谷たににまで宿営しゅくえいした。 31ベニヤミンの子孫しそんはまたゲバからミクマシ、アヤおよびベテルとその村々むらむらに住すみ、 32アナトテ、ノブ、アナニヤ、 33ハゾル、ラマ、ギッタイム、 34ハデデ、ゼボイム、ネバラテ、 35ロド、オノ、工人こうじんの谷たにに住すんだ。 36レビびとの組くみのユダにあるもののうちベニヤミンに合あわしたものもあった。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1シャルテルの子こゼルバベルおよびエシュアと一緒いっしょに上のぼってきた祭司さいしとレビびとは次つぎのとおりである。すなわちセラヤ、エレミヤ、エズラ、 2アマリヤ、マルク、ハットシ、 3シカニヤ、レホム、メレモテ、 4イド、ギンネトイ、アビヤ、 5ミヤミン、マアデヤ、ビルガ、 6シマヤ、ヨヤリブ、エダヤ、 7サライ、アモク、ヒルキヤ、エダヤで、これらの者ものはエシュアの時代じだいに祭司さいしおよびその兄弟きょうだいらのかしらであった。
    


    
      8レビびとではエシュア、ビンヌイ、カデミエル、セレビヤ、ユダ、マッタニヤで、マッタニヤはその兄弟きょうだいらと共ともに感謝かんしゃのことをつかさどった。 9また彼かれらの兄弟きょうだいであるバグブキヤおよびウンノは彼かれらの向むかいに立たって勤つとめをした。 10エシュアの子こはヨアキム、ヨアキムの子こはエリアシブ、エリアシブの子こはヨイアダ、 11ヨイアダの子こはヨナタン、ヨナタンの子こはヤドアである。
    


    
      12ヨアキムの時代じだいに祭司さいしで氏族しぞくの長ちょうであった者ものはセラヤの氏族しぞくではメラヤ、エレミヤの氏族しぞくではハナニヤ、 13エズラの氏族しぞくではメシュラム、アマリヤの氏族しぞくではヨハナン、 14マルキの氏族しぞくではヨナタン、シバニヤの氏族しぞくではヨセフ、 15ハリムの氏族しぞくではアデナ、メラヨテの氏族しぞくではヘルカイ、 16イドの氏族しぞくではゼカリヤ、ギンネトンの氏族しぞくではメシュラム、 17アビヤの氏族しぞくではジクリ、ミニヤミンの氏族しぞく、モアデヤの氏族しぞくではピルタイ、 18ビルガの氏族しぞくではシャンマ、シマヤの氏族しぞくではヨナタン、 19ヨヤリブの氏族しぞくではマッテナイ、エダヤの氏族しぞくではウジ、 20サライの氏族しぞくではカライ、アモクの氏族しぞくではエベル、 21ヒルキヤの氏族しぞくではハシャビヤ、エダヤの氏族しぞくではネタンエルである。
    


    
      22レビびとについては、エリアシブ、ヨイアダ、ヨハナンおよびヤドアの時代じだいに、その氏族しぞくの長ちょうたちが登録とうろくされた。また祭司さいしたちもペルシャ王おうダリヨスの治世ちせいまで登録とうろくされた。 23レビの子孫しそんで氏族しぞくの長ちょうたる者ものは、エリアシブの子こヨハナンの世よまで歴代志れきだいしの書しょにしるされている。 24レビびとのかしらはハシャビヤ、セレビヤおよびカデミエルの子こエシュアであって、その兄弟きょうだいたち相あい向むかい合あい、組くみと組くみと対応たいおうして神かみの人ひとダビデの命令めいれいに従したがい、さんびと感謝かんしゃをささげた。 25マツタニヤ、バクブキヤ、オバデヤ、メシュラム、タルモンおよびアックブは門もんを守まもる者もので門もんの内うちの倉くらを監督かんとくした。 26これらはヨザダクの子こエシュアの子こヨアキムの時代じだい、また総督そうとくネヘミヤおよび学者がくしゃである祭司さいしエズラの時代じだいにいた人々ひとびとである。
    


    
      27さてエルサレムの城壁じょうへきの落成らくせい式しきに当あたって、レビびとを、そのすべての所ところから招まねいてエルサレムにこさせ、感謝かんしゃと、歌うたと、シンバルと、立琴たてごとと、琴こととをもって喜よろこんで落成らくせい式しきを行おこなおうとした。 28そこで、歌うたうたう人々ひとびとはエルサレムの周囲しゅういの地方ちほう、ネトパびとの村々むらむらから集あつまってきた。 29またベテギルガルおよびゲバとアズマウテの地方ちほうからも集あつまってきた。この歌うたうたう者ものたちはエルサレムの周囲しゅういに自分じぶんの村々むらむらを建たてていたからである。 30そして祭司さいしとレビびとたちは身みを清きよめ、また民たみおよびもろもろの門もんと城壁じょうへきとを清きよめた。
    


    
      31そこでわたしはユダのつかさたちを城壁じょうへきの上うえにのぼらせ、また感謝かんしゃする者ものの二つの大おおきな組くみを作つくって、行進こうしんさせた。その一つは城壁じょうへきの上うえを右みぎに糞ふんの門もんをさして進すすんだ。 32そのあとに従したがって進すすんだ者ものはホシャヤ、およびユダのつかさたちの半なかば、 33ならびにアザリヤ、エズラ、メシュラム、 34ユダ、ベニヤミン、シマヤ、エレミヤであった。 35また数人すうにんの祭司さいしがラッパをもって従したがった。すなわちヨナタンの子こゼカリヤ。ヨナタンはシマヤの子こ、シマヤはマッタニヤの子こ、マッタニヤはミカヤの子こ、ミカヤはザックルの子こ、ザックルはアサフの子こである。 36またゼカリヤの兄弟きょうだいたちシマヤ、アザリエル、ミラライ、ギラライ、マアイ、ネタンエル、ユダ、ハナニなどであって、神かみの人ひとダビデの楽器がっきを持もって従したがった。そして学者がくしゃエズラは彼かれらの先さきに進すすんだ。 37彼かれらは泉いずみの門もんを経へて、まっすぐに進すすみ、城壁じょうへきの上のぼり口くちで、ダビデの町まちの階段かいだんから上のぼり、ダビデの家いえの上うえを過すぎて東ひがしの方ほう、水みずの門もんに至いたった。
    


    
      38他たの一組くみの感謝かんしゃする者ものは左ひだりに進すすんだ。わたしは民たみの半なかばと共ともに彼かれらのあとに従したがった。そして城壁じょうへきの上うえを行いき、炉ろの望楼ぼうろうの上うえを過すぎて、城壁じょうへきの広ひろい所ところに至いたり、 39エフライムの門もんの上うえを通とおり、古ふるい門もんを過すぎ、魚うおの門もんおよびハナネルの望楼ぼうろうとハンメアの望楼ぼうろうを過すぎて、羊ひつじの門もんに至いたり、近衛このえの門もんに立たち止どまった。 40こうして二組くみの感謝かんしゃする者ものは神かみの宮みやにはいって立たった。わたしもそこに立たち、つかさたちの半なかばもわたしと共ともに立たった。 41また祭司さいしエリアキム、マアセヤ、ミニヤミン、ミカヤ、エリオエナイ、ゼカリヤ、ハナニヤらはラッパを持もち、 42マアセヤ、シマヤ、エレアザル、ウジ、ヨハナン、マルキヤ、エラムおよびエゼルも共ともにいた。そして歌うたうたう者ものたちは声こえ高たかく歌うたった。エズラヒヤはその監督かんとくであった。 43こうして彼かれらはその日ひ、大おおいなる犠牲ぎせいをささげて喜よろこんだ。神かみが彼かれらを大おおいに喜よろこび楽たのしませられたからである。女子供おんなこどもまでも喜よろこんだ。それでエルサレムの喜よろこびの声こえは遠とおくまで聞きこえた。
    


    
      44その日ひ、倉くらのもろもろのへやをつかさどる人々ひとびとを選えらび、ささげ物もの、初物はつもの、十分ぶんの一など律法りっぽうの定さだめるところの祭司さいしおよびレビびとの分ぶんを町々まちまちの田畑たはたにしたがって取とり集あつめて、へやに入いれることをつかさどらせた。これは祭司さいしおよびレビびとの仕つかえるのを、ユダびとが喜よろこんだからである。 45彼かれらはダビデおよびその子こソロモンの命令めいれいに従したがって、神かみの勤つとめおよび清きよめ事ごとの勤つとめをした。歌うたうたう者ものおよび門もんを守まもる者ものもそのように行いった。 46昔むかしダビデおよびアサフの日ひには、歌うたうたう者もののかしらがひとりいて、神かみにさんびと感謝かんしゃをささげる事ことがあった。 47またゼルバベルの日ひおよびネヘミヤの日ひには、イスラエルびとはみな歌うたうたう者ものと門もんを守まもる者ものに日々ひびの分ぶんを与あたえ、またレビびとに物ものを聖別せいべつして与あたえ、レビびとはまたこれを聖別せいべつしてアロンの子孫しそんに与あたえた。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1その日ひモーセの書しょを読よんで民たみに聞きかせたが、その中なかにアンモンびと、およびモアブびとは、いつまでも神かみの会かいに、はいってはならないとしるされているのを見みいだした。 2これは彼かれらがかつて、パンと水みずをもってイスラエルの人々ひとびとを迎むかえず、かえってこれをのろわせるためにバラムを雇やとったからである。しかしわれわれの神かみはそののろいを変かえて祝福しゅくふくとされた。 3人々ひとびとはこの律法りっぽうを聞きいた時とき、混血こんけつの民たみをことごとくイスラエルから分わけ離はなした。
    


    
      4これより先さき、われわれの神かみの宮みやのへやをつかさどっていた祭司さいしエリアシブは、トビヤと縁組えんぐみしたので、 5トビヤのために大おおきなへやを備そなえた。そのへやはもと、素祭そさいの物もの、乳香にゅうこう、器物うつわものおよび規定きていによってレビびと、歌うたうたう者ものおよび門もんを守まもる者ものたちに与あたえる穀物こくもつ、ぶどう酒しゅ、油あぶらの十分ぶんの一、ならびに祭司さいしのためのささげ物ものを置おいた所ところである。 6その当時とうじ、わたしはエルサレムにいなかった。わたしはバビロンの王おうアルタシャスタの三十二年ねんに王おうの所ところへ行いったが、しばらくたって王おうにいとまを請こい、 7エルサレムに来きて、エリアシブがトビヤのためにした悪事あくじ、すなわち彼かれのために神かみの宮みやの庭にわに一つのへやを備そなえたことを発見はっけんした。 8わたしは非常ひじょうに怒いかり、トビヤの家いえの器物うつわものをことごとくそのへやから投なげだし、 9命めいじて、すべてのへやを清きよめさせ、そして神かみの宮みやの器物うつわものおよび素祭そさい、乳香にゅうこうなどを再ふたたびそこに携たずさえ入いれた。
    


    
      10わたしはまたレビびとがその受うくべき分ぶんを与あたえられていなかったことを知しった。これがためにその務つとめをなすレビびとおよび歌うたうたう者ものたちは、おのおの自分じぶんの畑はたけに逃にげ帰かえった。 11それでわたしはつかさたちを責せめて言いった、「なぜ神かみの宮みやを捨すてさせたのか」。そしてレビびとを招まねき集あつめて、その持もち場ばに復帰ふっきさせた。 12そこでユダの人々ひとびとは皆みな、穀物こくもつ、ぶどう酒しゅ、油あぶらの十分ぶんの一を倉くらに携たずさえてきた。 13わたしは祭司さいしシレミヤ、学者がくしゃザドクおよびレビびとペダヤを倉くらのつかさとし、またマッタニヤの子こザックルの子こハナンをその助手じょしゅとして倉くらをつかさどらせた。彼かれらは忠実ちゅうじつな者ものと思おもわれたからである。彼かれらの任務にんむは兄弟きょうだいたちに分配ぶんぱいする事ことであった。 14わが神かみよ、この事ことのためにわたしを覚おぼえてください。わが神かみの宮みやとその勤つとめのためにわたしが行いった良よきわざをぬぐい去さらないでください。
    


    
      15そのころわたしはユダのうちで安息日あんそくにちに酒さかぶねを踏ふむ者もの、麦むぎ束たばを持もってきて、ろばに負おわす者もの、またぶどう酒しゅ、ぶどう、いちじくおよびさまざまの荷にを安息日あんそくにちにエルサレムに運はこび入いれる者ものを見みたので、わたしは彼かれらが食物しょくもつを売うっていたその日ひに彼かれらを戒いましめた。 16そこに住すんでいたツロの人々ひとびともまた魚うおおよびさまざまの品物しなものを持もってきて、安息日あんそくにちにユダの人々ひとびとに売うり、エルサレムで商売しょうばいした。 17そこでわたしはユダの尊たっとい人々ひとびとを責せめて言いった、「あなたがたはなぜこの悪事あくじを行いって、安息日あんそくにちを汚けがすのか。 18あなたがたの先祖せんぞも、このように行いったので、われわれの神かみはこのすべての災わざわいを、われわれとこの町まちに下くだされたではないか。ところがあなたがたは安息日あんそくにちを汚けがして、さらに大おおいなる怒いかりをイスラエルの上うえに招まねくのである」。
    


    
      19そこで安息日あんそくにちの前まえに、エルサレムのもろもろの門もんが暗くらくなり始はじめた時とき、わたしは命めいじてそのとびらを閉とじさせ、安息日あんそくにちが終おわるまでこれを開ひらいてはならないと命めいじ、わたしのしもべ数人すうにんを門もんに置おいて、安息日あんそくにちに荷にを携たずさえ入いれさせないようにした。 20これがために、商人しょうにんおよびさまざまの品物しなものを売うる者ものどもは一、二回かいエルサレムの外そとに宿やどった。 21わたしは彼かれらを戒いましめて言いった、「あなたがたはなぜ城壁じょうへきの前まえに宿やどるのか。もしあなたがたが重かさねてそのようなことをするならば、わたしはあなたがたを処しょ罰ばっする」と。そのとき以来いらい、彼かれらは安息日あんそくにちにはこなかった。 22わたしはまたレビびとに命めいじて、その身みを清きよめさせ、来きて門もんを守まもらせて、安息日あんそくにちを聖別せいべつした。わが神かみよ、わたしのためにまた、このことを覚おぼえ、あなたの大おおいなるいつくしみをもって、わたしをあわれんでください。
    


    
      23そのころまた、わたしはアシドド、アンモン、モアブの女おんなをめとったユダヤ人ひとを見みた。 24彼かれらの子供こどもの半分はんぶんはアシドドの言葉ことばを語かたって、ユダヤの言葉ことばを語かたることができず、おのおのその母親ははおやの出でた民たみの言葉ことばを語かたった。 25わたしは彼かれらを責せめ、またののしり、そのうちの数人すうにんを撃うって、その毛けを抜ぬき、神かみの名なをさして誓ちかわせて言いった、「あなたがたは彼かれらのむすこに自分じぶんの娘むすめを与あたえてはならない。またあなたがたのむすこ、またはあなたがた自身じしんのために彼かれらの娘むすめをめとってはならない。 26イスラエルの王おうソロモンはこれらのことによって罪つみを犯おかしたではないか。彼かれのような王おうは多おおくの国民こくみんのうちにもなく、神かみに愛あいせられた者ものである。神かみは彼かれをイスラエル全国ぜんこくの王おうとせられた。ところが異邦いほうの女おんなたちは彼かれに罪つみを犯おかさせた。 27それゆえあなたがたが異邦いほうの女おんなをめとり、このすべての大おおいなる悪あくを行いって、われわれの神かみに罪つみを犯おかすのを、われわれは聞きき流ながしにしておけようか」。
    


    
      28大だい祭司さいしエリアシブの子こヨイアダのひとりの子こはホロニびとサンバラテの婿むこであったので、わたしは彼かれをわたしのところから追おい出だした。 29わが神かみよ、彼かれらのことを覚おぼえてください。彼かれらは祭司さいしの職しょくを汚けがし、また祭司さいしおよびレビびとの契約けいやくを汚けがしました。
    


    
      30このように、わたしは彼かれらを清きよめて、異邦いほうのものをことごとく捨すてさせ、祭司さいしおよびレビびとの務つとめを定さだめて、おのおのそのわざにつかせた。 31また定さだめられた時ときに、たきぎの供そなえ物ものをささげさせ、また初物はつものをささげさせた。わが神かみよ、わたしを覚おぼえ、わたしをお恵めぐみください。
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